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◆ 北海道　年内100万目標の87％に到達

深川共同センター有権者過半数目標の8割超える

　全道の先頭を切って奮闘中の深川共同センターは、すでに自主目標を達成し、有権者過半数目標の83％に到達しました。残り1741筆で全道初の有権者過半数目標を突破します。

　憲法公布61周年の11月3日午前10時半から1時間、市内北光町105軒を訪問する署名地域行動には国民救援会、新婦人、年金者組合の3団体から8名が参加、65軒で断られるが101筆の署名を集約。引き続き署名を訴える立看板を設置し、午後からは8人の参加で19筆の署名を集約しました。

　深川共同センターは、有権者過半数署名を突破することが、改憲派に国民投票を強行させず、強行しても最後は国民が改憲にノーの審判を下す大きな力をつくることになるとし、全力をあげています。

　北海道共同センターは、49地域共同センターと新婦人、道労連、民医連などのタテ線の両方向から毎月署名の推進と到達状況を集約、11月4日現在、全道で873,723筆、年内の目標である100万筆まで残り126,277筆と迫りました。

　道共同センターは、映画「日本の青空」1万人鑑賞・上映運動と結合しながら、年内の100万筆達成に全力傾注です。

◆ 千葉　9条署名で労連が初の戸別訪問

１０月６日、憲法改悪反対「9条を守ろう」の署名行動が千葉市美浜区内で取り組まれました。千葉労連は、千葉地区労と労連青年部の共同行動として地域に打って出ようと提起。初めての行動でしたが１５人が参加し、青年が先頭に立って住宅街をハンドマイクで訴えながら戸別訪問、２５筆の署名を集めました。

訪問先では「政治的なことには係わりたくない」と答える人や「満州(旧中国北東部)で大変苦労した」(８４歳の女性)との声もありました。参加者からは「好天のため留守が多かった」「憲法については様々な意見がることがわかった」「９条を変えてはいけない、の一点で話せば署名に応じてくれる」などの感想が寄せられました。

　行動の最後に「千葉県内では４２万筆の署名到達ですが、知恵と力を合わせて有権者の過半数達成をめざしてがんばろう」と確認しました。

◆ 長崎で連続的な昼休みデモ、宣伝署名行動

　新テロ特措法はいらない、9条改憲やめよ
憲法改悪阻止長崎県共同センターは、１２月１５日の国会会期末をにらみながら、宣伝行動や昼休みデモなどの行動に取り組みながら法案の廃案を求める世論を広げるために、新テロ特措法の廃案と９条改憲に反対する宣伝行動を連続的に行う計画です。

当面、１１月１９日（月）、２９日（木）に大丸前でチラシの配布と署名活動を行います。また１２月８日または９日には、宣伝カーによる一斉宣伝行動も行います。
◆ 平和がええねん　民医連青年ジャンボリー
1037人の青年が大阪に集い交流
全国青年ジャンボリー(JB)は３２回目を迎えました。１０月２１～２２日、大阪に集まったジャンボラーは１０３７人。韓国・緑色病院から招待した５人も参加。今回のテーマはしっかり学んで、発信しよう」。ジャンボラーは１００班に分かれ、学習やフィールドワーク、夜遅くまで思いや悩みを交流しました。最終日は、２日間で学んだことを発信するためにピースパレードを行いました。

■ 学んだことを発信しよう

午前九時、１０００人以上のジャンボラーが大阪市役所前に集まりました。ここから大阪の中心街である御堂筋を難波・湊町リバープレイスまで、約４㎞パレードしました。「昨日は語り合いすぎて、あんまり寝てない」という人がたくさん。それでも、みんな元気いっぱいにスタートしました。

　「地域に平和の種をまこう、憲法九条好きやねん」、「税金のムダづかいやめなさい！　給料少しだけ上げて」、「本当の敵は無関心」…。パレードを先導する車が、各班が考えたアピールを次つぎに読み上げます。ジャンボラーは道行く人や信号待ちの車に、プラカードや大きな折り鶴を掲げて、元気に平和を訴えました。

■ 青年たちの成長する場

　今回のＪＢには、１～２年目職員が６６２人も参加しました。全国の仲間とふれあい、学ぶ中で、心に響いたことを語りました。

1年目の幸坂神次さん（秋田・看護師）は「堤未果さんの講演がよかった。９・１１テロは知っていたけど、九条守る運動があるから、日本が武力行使しなくてすんだ、と分かった。深く考えていなかったことに気づいた。ＪＢに参加して成長した」。同じく一年目の丸堀真沙恵さん（愛知・ケアワーカー）は「ムダ遣いフィールドワークに参加して、大阪にもムダなものが多かった。どう周りの人に伝えるかも学んだ」。先輩にすすめられて参加しましたが、後輩ができたら「ＪＢに行ってみて」と伝えたいと笑顔で話しました。

2年目の下村彩奈さん（奈良・事務）は「全国に仲間ができると聞いて楽しみにしていた。初めて会った人と、三日間でこんなに話せるようになるなんて驚き。全国に仲間がたくさんいることを職場や後輩に伝えたい」と、３日間を振り返りました。

　閉会式に臨んだ実行委員長の吉岡篤志医師は、ホッとした表情でした。「御堂筋をパレードできるの？」、「どうやればできるの？」と、議論を重ね、何度もぶつかりながら実現にこぎつけました。

「１０００人以上の青年が、平和を訴えて歩いたことは、社会に大きな刺激を与えたと思います。職場に戻ったら、自分たちなりの方法で、学んだこと、話し合ったことを発信してほしい。共同組織のみなさんや先輩職員さんも元気になると思います」。

感動を次回の開催地、福岡に引き継ぎました。

■ 韓国・緑色病院から参加した青年たちの感想

「青年職員が一同につどい、夢や悩みを語り合い、平和を学び、考え、表現する姿に感動し、民医連組織の豊かさを実感しました。民医連の仲間と緑色病院の思いは、つながったと確信しています。今度は私たちが、みなさんを招待する機会をつくりたいと思います。また、福岡も参加させていただきたいと思います。」
　短信･ホットライン　　
■ 共同センターホームページに関心と期待
【投稿】　いつも憲法改悪反対の情報を利用させていただきありがとうございます。私たちの「九条の会」は毎月９日に駅頭にてハンドマイクとビラ配布の運動を続けていますが、特に「宣伝物ダウンロード」には大いに助かっています。最新情報なども活用させていただき、できるだけ自前のビラを作成していますが、忙しいときなど助かります。全国には私たちのような方たちが数多くおられると思います。お忙しいでしょうがこれからも、常に情勢にマッチした宣伝物をお願いいたします。静岡県藤枝市「高洲・大洲憲法九条の会」(鈴木晃)







































